





































































From Single-entry to Double-entry Bookkeeping:






































































































































































































































1 台、家屋 1 棟等）で数え上げられることが多い。そしてこれは
比較的簡単にできる。しかし貸借対照表は、有り高を個数で
はなく金額で表示するものである。すなわち貸借対照表を作
成しようとすると、現に使用中の物（資産、特に固定資産）につ
いて、貸借対照表作成時点におけるその値打ちを、金額で
表示しなくてはならない。これはかなり難しい問題である。貸
借対照表は、上記のように、これを帳簿価格で示すものであ
る。従って貸借対照表を作成しようと思うと、資産についても、
減価償却を含め系統的な記録が行われる複式簿記が必要に
なる。
